
鳴
ら
す
政
策
で
す
。
河
川
管
理
者
が
主

導
し
て
線
状
の
「
河
川
」
に
設
け
る
構

造
物
に
依
存
し
過
ぎ
ず
、「
流
域
」
の

住
民
を
主
体
と
し
た
政
策
で
す
。
何
事

に
お
い
て
も
先
進
的
な
施
策
は
自
治
体

か
ら
始
ま
る
の
が
日
本
の
公
共
政
策
に

お
け
る
不
文
律
で
す
が
、
治
水
も
例
に

漏
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
旧
来
型
の
ダ
ム
に
頼
る
治

水
・
利
水
を
進
め
る
自
治
体
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
長
崎
県
（
中
村
法
道
知
事
）

は
浸
水
被
害
が
出
た
流
域
に
住
宅
開
発

を
認
め
た
上
で
、
あ
り
得
な
い
過
大
な

水
需
要
増
加
を
前
提
に
、
13
世
帯
の
住

居
田
畑
を
強
制
収
用
し
て
ま
で
石
木
ダ

ム
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

関
東
地
勢
は
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
事
業

を
、
東
京
都
江
戸
川
区
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
組
み
合
わ
せ
て
着
々
と
進
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
住
民
に
と
っ
て
は

二
度
の
立
ち
退
き
を
要
す
る
た
め
、
生

活
設
計
が
ズ
タ
ズ
タ
に
な
る
「
ま
ち
壊

し
」
土
木
事
業
だ
と
批
判
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
現
在
実
施
中
の
北
小
岩
1

丁
目
で
は
す
で
に
緩
傾
斜
堤
防
が
完
成

し
、
二
重
投
資
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
同
じ
利
根
川
の
鬼
怒
川
の
決

壊
・
溢
水
は
、
堤
防
が
低
い
こ
と
や
無

い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
住
民
の
声
が

河
川
管
理
者
に
吸
い
上
げ
ら
れ
ず
に
後

回
し
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
人
災
」

で
す
。
こ
れ
を
教
訓
に
、
住
民
主
体
の

流
域
治
水
が
国
全
体
の
政
策
に
な
る
よ

う
声
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＊
12
月
6
日
に
嘉
田
由
紀
子
・
前
滋
賀
県
知
事
ら

を
招
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
温
暖
化
時
代
の
治
水

政
策
〜
国
と
地
方
の
取
り
組
み
か
ら
」
を
明
治
大

学
で
開
催
し
ま
す
。（
詳
細
は
4
ペ
ー
ジ
参
照
）

源
が
損
な
わ
れ
る
」
と
大
反
対
で
す
。

工
事
差
し
止
め
裁
判
も
闘
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
7
月
の
水
戸
地
方
裁
判
所
の

判
決
は
虚
し
く
事
業
を
止
め
ら
れ
ず
、

原
告
は
控
訴
審
へ
と
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
利
根
川
・
江
戸
川
河
川
整
備

計
画
「
変
更
原
案
」
は
、「
河
川
管
理

者
」
の
言
い
な
り
で
被
害
が
起
き
て
な

お
、
ハ
ー
ド
対
策
を
主
役
と
す
る
治
水
・

利
水
政
策
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
国
が

宣
言
し
た
か
の
よ
う
な
「
事
件
」
で
す
。

リ
ス
ク
情
報
の
周
知
に
よ
る

事
前
の
備
え
対
策

　

こ
う
し
た
政
策
は
、
事
前
の
備
え
を

優
先
し
て
目
指
す
「
滋
賀
県
流
域
治
水

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
と
は
対
照
的

で
す
。
こ
の
条
例
は
、
住
民
に
浸
水
想

定
情
報
を
開
示
し
て
周
知
さ
せ
る
な

ど
、
人
命
被
害
と
生
活
再
建
が
困
難
と

な
る
被
害
を
避
け
る
こ
と
を
最
優
先
に

2
0
1
4
年
に
成
立
し
ま
し
た
。「
盛

土
構
造
物
設
置
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や

「
耐
水
化
建
築
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど

を
策
定
し
、
浸
水
警
戒
区
域
で
の
建
築

制
限
な
ど
に
よ
り
産
業
界
に
も
警
鐘
を

　

9
月
10
日
に
起
き
た
利
根
川
支
流
の

鬼
怒
川
堤
防
の
決
壊
は
、
ダ
ム
に
頼
る

治
水
が
「
安
全
神
話
」
に
過
ぎ
な
か
っ

た
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え
ま
し
た
。
上

流
に
は
湯
西
川
ダ
ム
な
ど
4
基
の
ダ
ム

が
あ
り
ま
し
た
が
、
利
根
川
と
の
合
流

点
に
近
い
下
流
に
は
、
高
さ
や
幅
が
不

十
分
な
堤
防
や
無
堤
防
の
地
域
が
残
さ

れ
、
決
壊
や
溢
水
に
よ
っ
て
40 
km2

の
浸

水
被
害
が
出
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
9

月
18
日
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
（
以
後
、
関
東
地
勢
）
は
、
ダ
ム
が

な
け
れ
ば
決
壊
地
点
で
30 

cm
水
位
が
高

く
な
り
、
被
害
は
拡
大
し
た
と
ダ
ム
の

効
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
呆
れ
た

感
覚
で
す
。

漁
業
資
源
に
打
撃
を
与
え
る

「
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
」

　

約
1
カ
月
後
の
10
月
15
日
、
関
東
地

勢
は
今
度
は
被
害
県
で
あ
る
茨
城
県
を

含
む
流
域
1
都
5
県
を
集
め
、
利
根
川
・

江
戸
川
河
川
整
備
計
画
の
変
更
原
案
と

し
て
「
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
」
を
盛
り
込

む
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

利
根
川
の
河
川
整
備
計
画
は
、

1
9
9
7
年
の
河
川
法
改
正
以
来
、
本

来
は
住
民
意
見
を
反
映
し
、
環
境
保
全

を
目
的
に
加
え
て
策
定
さ
れ
る
べ
き
20

〜
30
年
の
計
画
で
し
た
。
長
年
、
放
置

さ
れ
た
挙
げ
句
、
反
対
の
声
が
強
か
っ

た
八
ッ
場
ダ
ム
（
群
馬
県
）
と
ス
ー
パ

ー
堤
防
（
東
京
都
江
戸
川
区
）
を
位
置

づ
け
て
2
0
1
3
年
に
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
鬼
怒
川
の
堤
防
整
備
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
回
し

に
さ
れ
た
中
で
の
堤
防
決
壊
だ
っ
た
の

で
す
。

　

そ
れ
を
変
更
す
る
と
あ
っ
て
、
今

度
こ
そ
鬼
怒
川
堤
防
を
最
優
先
で
盛

り
込
む
の
か
と
思
い
き
や
、「
過
去
の

主
な
洪
水
」
に
「
平
成
27
年
9
月
洪

水
」
と
し
て
「
約
4
0
5
0
ha
、
約

1
万 

1
4
0
0
棟
の
浸
水
被
害
が
発
生

し
た
」
事
実
が
加
わ
っ
た
だ
け
で
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
加
わ
っ
た
の
が
昨
年
の

事
業
検
証
で
「
継
続
」
と
さ
れ
た
「
霞

ヶ
浦
導
水
事
業
」
で
す
。
こ
れ
は
利
根

川
・
霞
ヶ
浦
と
、
そ
の
北
部
を
流
れ
る

那
珂
川
と
を
「
導
水
管
」
で
繋
い
で
2

河
川
の
水
を
混
ぜ
て
利
用
す
る
事
業
で

す
。
不
要
不
急
で
あ
る
上
に
、
那
珂
川

で
漁
業
を
営
む
漁
業
者
は
「
ア
ユ
・
シ

ジ
ミ
を
始
め
と
す
る
那
珂
川
の
漁
業
資

1
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関東地勢がスーパー堤防事業を始めた江戸川
区北小岩1丁目（中央左側）は、蛇行の内側に
位置し、昭和22年のカスリン台風でも浸水し
なかったすでに安全安心な地域で、9月の台
風でもビクともしなかった（9月11日筆者撮影）

鬼怒川堤防決壊で被害を受けた茨城県常
総市三坂町（9月14日筆者撮影）

1都5県で闘われた八ッ場ダム住民訴訟
は、最高裁でも「ムダ」と判断されず、本
体工事が始まった。（6月28日筆者撮影）

石木ダム建設のための立ち退きを求め、
土地家屋調査に立ち入ろうとする県職員
に「我々は土地も家も売らない」と拒絶
する地権者たち（8月30日筆者撮影）

鬼怒川堤防決壊を教訓に流域治水への転換を
ジャーナリスト　まさのあつこ



2

全
長
1
3
8

km
の
多
摩
川
。
河
口
部

で
は
、
東
京
側
が
羽
田
空
港
、
神
奈
川

側
が
工
場
地
帯
と
い
う
景
色
の
間
を
流

れ
、
東
京
湾
に
注
ぎ
ま
す
。
多
摩
川
は
、

全
体
的
に
、
堤
防
は
備
え
て
い
る
も
の

の
、
都
市
部
の
河
川
と
し
て
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
護
岸
化
が
少
な
く
、
自
然

環
境
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
河
口
部

で
は
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
を
中
心
と
し
た

旅
鳥
の
中
継
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

多
摩
川
の
歴
史
は
水
質
汚
染
の
歴
史

で
あ
り
、
1
9
7
0
年
代
の
多
摩
川
は

「
死
の
川
」
で
し
た
。
多
摩
川
の
水
の

多
く
は
人
工
排
水
の
た
め
、
未
処
理
の

生
活
排
水
が
流
れ
込
む
こ
と
で
汚
染
さ

れ
た
と
い
う
過
去
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
逆
の
視
点
で
は
、
こ
の
生
活
排
水

が
汚
染
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
水
質
は

保
全
で
き
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
当

時
、
一
般
的
な
排
水
基
準
よ
り
も
厳
し

い
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
水
質
改

善
に
成
功
し
、
現
在
の
多
摩
川
に
至
っ

て
い
ま
す
。
今
で
は
ア
ユ
の
遡
上
も
当

た
り
前
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、多
摩

川
の
水
は
、
現
在
に
お
い
て
も
約
70
％

が
、
人
工
排
水
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と

い
う
環
境
は
、
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

東
京
湾
内
の
干
潟
の
多
く
は
埋
め
立

て
ら
れ
、
多
摩
川
河
口
干
潟
は
、
東
京

湾
内
西
岸
で
は
唯
一
の
天
然
干
潟
と
な

っ
て
い
ま
す
。
大
型
河
川
で
あ
る
以
上
、

台
風
な
ど
に
よ
る
濁
流
で
、
干
潟
に
も

多
大
な
影
響
が
出
る
こ
と
が
常
で
す
が
、

多
摩
川
河
口
干
潟
は
、
こ
の
よ
う
な
洪

水
に
遭
っ
て
も
生
態
系
に
影
響
が
生
じ

な
い
干
潟
で
す
。
そ
れ
だ
け
水
生
生
物

を
中
心
と
し
た
干
潟
の
生
態
系
が
強
固

に
備
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

残
り
少
な
く
な
っ
た
多
摩
川
の
自
然

を
残
す
目
的
で
河
口
干
潟
は
、「
生
態

系
保
持
空
間
」
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

基
本
的
に
人
間
の
手
が
入
ら
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
4
年
5
月
、
政
府
は
、
羽
田

空
港
と
多
摩
川
対
岸
の
川
崎
方
面
を
直

結
す
る
連
絡
橋
建
設
方
針
に
つ
い
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
貴
重
な
干
潟
が
残

る
河
口
部
に
、
新
し
い
橋
を
建
設
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
自
然
保

護
団
体
が
反
対
表
明
を
し
て
い
ま
す
。

N
A
C
S-

J
自
然
観
察
指
導
員
東
京

連
絡
会
で
は
、
毎
年
5
月
に
多
摩
川
河

口
干
潟
観
察
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
観
察
会
は
連
絡
橋
建
設
候
補
地
と

な
っ
て
い
る
現
場
で
開
催
す
る
こ
と
で
、

干
潟
保
全
の
必
要
性
を
参
加
者
に
訴
え

て
い
ま
す
。
生
き
物
観
察
だ
け
で
は
な

い
、
大
切
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
摩
川
河
口
干
潟
（
東
京
都
・
神
奈
川
県
）

多摩川
河口干潟 東京

横浜市

5月の観察会（上）と
アシハラガニ（左）

N
A
C
S-

J
自
然
観
察
指
導
員
東
京
連
絡
会　

山
口
義
明

　

私
が
辺
野
古
の
埋
め
立
て
で
、
瀬

戸
内
海
の
土
砂
を
搬
出
す
る
計
画
が

あ
る
の
を
知
っ
た
の
は
、
2
0
1
3

年
の
3
月
の
こ
と
で
す
。
た
ま
た
ま

沖
縄
を
訪
問
し
て
戦
跡
な
ど
を
め
ぐ

り
、
辺
野
古
に
も
立
ち
寄
っ
た
翌
日

の
こ
と
で
し
た
。

　

3
月
27
日
付
け
の
「
琉
球
新

報
」
の
記
事
で
は
、「
土
砂
調
達

1
3
0
0
億
円
相
当
」「
防
衛
局
の

内
部
資
料
」「
採
取
場
所
と
し
て
瀬

戸
内
な
ど
9
箇
所
か
ら
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
私
が
辺
野
古
へ
の
土
砂

搬
出
問
題
に
関
わ
っ
た
き
っ
か

け
で
す
。「
本
土
」
に
い
た
の
で

は
知
り
得
な
い
内
容
で
し
た
。

　

私
は
、
1
9
9
0
年
に
発
足

し
た
環
境
団
体
、
環
瀬
戸
内
海

会
議
の
代
表
を
務
め
て
き
ま
し

た
が
、
辺
野
古
の
海
の
破
壊
が

瀬
戸
内
の
破
壊
を
伴
う
と
い
う

記
事
に
驚
き
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
0
1
3
年
5
月
、
環
瀬
戸
内
海
会

議
の
「
第
25
回
総
会
」
が
、
兵
庫
県
姫

路
で
開
催
さ
れ
、
瀬
戸
内
海
か
ら
の
土

砂
搬
出
問
題
が
情
報
共
有
さ
れ
、
阻
止

に
向
け
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
、
12
月
27
日
に
は
、
前
沖
縄
県

知
事
の
仲
井
真
弘
多
知
事
が
、「
埋
め

立
て
承
認
」
を
、
表
明
す
る
の
で
す
が
、

当
会
は
そ
の
数
日
前
の
12
月
24
日
に
、

沖
縄
県
知
事
、
環
境
省
、
防
衛
省
に
対

し
て
「
反
対
の
申
し
入
れ
」
を
同
時
並

行
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

翌
2
0
1
4
年
は
、
名
護
市
長
選
、

県
知
事
選
、
衆
院
選
が
相
次
い
で
行
わ

れ
、「
新
基
地
反
対
」
を
公
約
し
た
候

補
が
、
全
て
の
選
挙
区
を
制
し
た
の
で

し
た
。

　

こ
ん
な
と
き
に
奄
美
大
島
か
ら
行
動

が
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
4
年
秋

の
こ
と
で
す
。
私
は
招
か
れ
て
今
年
1

月
に
奄
美
を
訪
れ
、
辺
野
古
土
砂
問
題

で
奄
美
と
瀬
戸
内
海
が
つ
な
が
っ
た
の

で
し
た
。
そ
の
後
、
2
月
に
は
、「
自

然
と
文
化
を
守
る
奄
美
会
議
」
と
「
環

瀬
戸
内
海
会
議
」
が
連
名
で
環
境
省
、

防
衛
省
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
奄
美
会
議
は
、
5
月
の
終

与党会派の県議会議員とともに
沖縄県副知事と面談（9月3日）

内閣府に署名を提出（10月15日）

わ
り
に
次
な
る
集
会
を
企
画
。
土
砂
採

取
に
よ
っ
て
、
1
本
し
か
な
い
町
へ
の

道
が
分
断
さ
れ
て
き
た
「
市
集
落
」
で

潜
水
調
査
を
行
い
、
山
と
海
の
汚
染
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
、
公
表

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
北
海
道
大
学

の
向
井
宏
名
誉
教
授
と
日
本
自
然
保
護

協
会
の
安
部
真
理
子
さ
ん
で
し
た
。
か

つ
て
の
豊
穣
の
海
が
土
砂
採
取
に
よ
っ

て
「
死
の
海
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、

大
き
な
衝
撃
で
し
た
。
こ
の
と
き
に
参

加
し
た
西
日
本
の
7
団
体
が
、「
辺
野

古
土
砂
搬
出
反
対
」
全
国
連
絡
協
議
会

を
、
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。
同
時
に
沖

縄
県
議
会
か
ら
与
党
会
派
の
7
人
の
議

員
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
さ
れ
て
、

生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
「
県
外
の
土

砂
搬
入
時
の
規
制
」
に
つ
い
て
の
条
例

作
成
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
7
月
に
は
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

発
足
か
ら
4
カ
月
余
り
、
10
月
3
日

に
は
、
長
崎
県
で
第
2
回
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
、

福
岡
県
門
司
区
、
熊
本
県
天
草
、
長
崎

県
五
島
、
香
川
県
小
豆
島
な
ど
か
ら
も

参
加
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
か
ら
始
め
た
「
搬
出
反
対
署
名
」

は
、5
万
2
千
筆
を
越
え
て
、10
月
15
日

に
は
総
理
大
臣
宛
提
出
し
、
環
境
省
と

防
衛
省
に
も
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
の
土
を
一
粒
た
り
と
も

戦
争
に
使
わ
せ
な
い
」
と
い
う
、
私
た

ち
「
本
土
」
の
共
通
認
識
を
さ
ら
に
広

げ
て
、
辺
野
古
の
新
基
地
を
阻
止
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

辺野古土砂搬出反対運動の
広がり 「辺野古土砂搬出反対」全国連絡協議会

共同代表　阿部悦子

小豆島の灘山採石場
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翁
長
知
事
は
、
10
月
13
日
、
前

知
事
が
承
認
し
た
「
辺
野
古
埋
め

立
て
承
認
」
を
取
り
消
し
た
。
翁

長
知
事
の
決
断
は
、
知
事
選
挙
の

公
約
で
も
あ
り
、
沖
縄
県
民
を
始

め
全
国
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得

て
お
り
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
知
事
を
支
え
、
新
基

地
建
設
断
念
ま
で
県
民
一
丸
と
な

っ
て
安
倍
内
閣
と
闘
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
知
事
の
決
断
は
、
第
三

者
委
員
会
の
報
告
、
今
回
発
表
さ

れ
た
「
取
り
消
し
処
分
の
理
由
」

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
多
く

は
環
境
問
題
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。

泡
瀬
埋
め
立
て
と
関
連
す
る
も
の

を
あ
げ
て
み
る
。
①
辺
野
古
埋
め

立
て
地
は
、
自
然
環
境
的
観
点
か

ら
極
め
て
貴
重
な
価
値
を
有
す
る

地
域
で
あ
っ
て
、
い
っ
た
ん
埋
め

立
て
が
実
施
さ
れ
る
と
現
況
の
自

然
へ
の
回
復
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
同
地
は
、「
日
本
の

重
要
湿
地
5
0
0
」「
絶
滅
危
惧

種
生
息
地
」「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
潜
在
候
補
地
」
で
あ
り
、
公

有
水
面
埋
立
法
第
4
第
1
項
第
1

号
に
違
反
す
る
。
②
同
地
域
は
、

「
現
存
す
る
干
潟
・
塩
性
湿
地
・

藻
場
・
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
を
含
む
浅

海
域
」
で
、
最
優
先
に
保
全
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
県
の
「
自
然
環

境
の
保
全
に
関
す
る
指
針
」
で
評

価
ラ
ン
ク
1
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

法
第
4
第
1
項
第
2
号
の
要
件
を

充
足
し
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
翁
長
知
事
が
「
辺

野
古
承
認
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
」
と

判
断
し
た
上
記
の
理
由
は
、
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
泡
瀬
干
潟
・
浅
海

域
に
も
当
て
は
ま
る
。
泡
瀬
も
辺

野
古
・
大
浦
と
同
価
値
で
あ
り
、

埋
め
立
て
は
回
避
さ
れ
保
全
さ
れ

る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
県

は
前
知
事
時
代
か
ら
埋
め
立
て
を

推
進
し
て
お
り
、
翁
長
知
事
も
そ

れ
を
再
検
証
な
し
で
引
き
継
い
で

い
る
。
し
か
し
、
辺
野
古
埋
め
立

泡瀬のサンゴリーフチェック（9月6日）
で見つけた、リュウキュウサルボウ（生貝）
に着生しているキクメイシモドキ（サンゴ）。
辺野古・大浦ではスイショウガイに着生
した例はありますが、リュウキュウサル
ボウへの着生は今まで報告がありません

裁判所入口まで行進する原告団（9月29日、控訴審第2回公判）

て
承
認
を
取
り
消
す
の
で
あ
れ
ば
、

泡
瀬
も
同
時
に
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。
今
後
、
辺
野
古
問
題
は
、
国

を
相
手
に
法
廷
で
も
争
わ
れ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
辺
野
古
は
ダ

メ
で
、
泡
瀬
は
O
K
と
い
う
二
重

基
準
（
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）

は
許
さ
れ
ず
、
環
境
問
題
に
関
し

て
一
貫
し
た
態
度
を
貫
く
こ
と
が

非
常
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
次
泡
瀬
訴
訟
は
、
提
訴
、

地
裁
判
決
（
2
月
24
日
）
を
経
て
、

控
訴
審
に
入
っ
て
い
る
。
地
裁
判

決
は
、
上
に
あ
げ
た
環
境
問
題
以

外
に
も
、
①
事
実
誤
認
が
多
い
、

②
法
律
に
基
づ
く
「
沖
縄
県
地
域

防
災
計
画
」「
津
波
防
止
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
法
律
」
に
反
し
て

い
る
、
③
需
要
予
測
に
問
題
が
あ

り
経
済
的
合
理
性
が
な
い
、
等
の

問
題
点
が
あ
り
、
ま
さ
に
不
当
判

決
で
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
の
翁
長
知
事
の

辺
野
古
承
認
取
り
消
し
の
理
由
を

泡
瀬
埋
め
立
て
問
題
の
瑕
疵
に
つ

な
げ
、
泡
瀬
埋
め
立
て
承
認
も
取

り
消
す
べ
き
で
あ
る
と
の
新
た
な

準
備
書
面
を
提
出
す
る
。

　

一
方
で
、
翁
長
知
事
は
、
泡
瀬

干
潟
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に

つ
い
て「
意
義
の
あ
る
こ
と
、地
元

自
治
体
へ
働
き
か
け
て
い
る
」
こ

と
を
2
0
1
5
年
6
月
議
会
で
答

弁
し
て
お
り
、
登
録
に
向
け
て
展

望
も
開
け
て
き
た
。
2
0
1
8
年

の
ラ
ム
サ
ー
ル
C
O
P
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で
実
現

で
き
る
よ
う
に
運
動
を
進
め
た
い
。

ラムネットJ共同代表、第二次泡瀬訴訟原告団長　前川盛治 泡瀬干潟・浅海域埋め立ては
法的に瑕疵がある

　

こ
の
た
び
の
水
害
に
対
し
、
会
員
の
み
な

さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
ご
心

配
の
メ
ー
ル
や
お
電
話
を
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
水
害
の
厳
し
か
っ
た
茨

城
県
常
総
市
や
宮
城
県
大
崎
市
な
ど
と
は
比

べ
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
水
害

で
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
、
小
山

市
の
O
氏
、
ふ
ゆ
み
ず
田
ん
ぼ
実
験
田
の
S

氏
の
み
な
さ
ん
で
し
た
。
他
に
小
生
の
田
ん

ぼ
、
T
氏
、
S
氏
な
ど
が
冠
水
に
よ
っ
て
有

機
栽
培
の
格
付
け
表
示
・
販
売
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
事
に
は
至
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
河
川
か
ら
の
越
水
が
各
所

で
見
ら
れ
、
間
一
発
で
大
災
害
に
な
る
の
を

免
れ
た
地
域
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

幸
い
当
地
で
は
収
穫
前
1
週
間
の
冠
水
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
汚
染
物
質
が
お
米
に
吸

収
さ
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
水
田
に
流
れ
込
み
、

濃
度
を
高
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
稲
へ
の

移
行
が
問
題
に
な
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
念
の
た
め
残
留
農
薬
検
査
、
放
射
能

検
査
、
食
味
検
査
、
品
質
検
査
を
行
う
予
定

で
す
。

　

今
年
の
気
象
災
害
は
こ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

8
月
3
日
〜

7
日
ま
で
続

い
た
熱
帯
夜

（
最
低
気
温
26
℃
〜
最
高
気
温
37
℃
）
に
よ

る
高
温
障
害
で
、
め
し
べ
が
障
害
を
受
け
、

受
粉
し
て
も
受
精
で
き
ず
、
実
が
全
く
入
ら

な
い
と
い
う
イ
ネ
が
栃
木
県
南
部
、
群
馬
県
、

埼
玉
県
で
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
っ

と
も
ひ
ど
い
事
例
で
は
20
a
で
3
0
kg
の
収

穫
（
平
年
作
は
6
0
0
kg
）
し
か
な
か
っ
た

方
も
お
り
ま
し
た
。
気
象
災
害
は
さ
ら
に
続

き
、
8
月
中
旬
か
ら
の
長
雨
、
日
照
不
足
で

実
入
り
が
悪
く
て
、
や
せ
細
っ
た
「
く
ず
米
」

が
多
く
、
収
量
は
平
年
作
の
7
割
程
度
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
T
P
P
大
筋
合
意
で
ア
メ
リ
カ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
米
輸
入
を
強
要
さ

れ
、
日
本
の
稲
作
は
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
自
給
率
39
％
が
18
％
へ
転
落
す

る
の
も
時
間
の
問
題
で
す
。
生
き
残
れ
る
農

業
は
「
生
物
の
多
様
性
を
育
む
有
機
農
業
」

か
「
半
農
半
Ⅹ
」
農
家
だ
け
で
し
ょ
う
。
環

太
平
洋
か
ら
得
体
の
知
れ
な
い
原
料
に
各
種

添
加
物
で
加
工
さ
れ
厚
化
粧
し
た
食
べ
物
が

ま
す
ま
す
氾
濫
す
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
す
。

健
康
を
害
す
る
人
が
一
人
で
も
少
な
く
な
る

こ
と
を
願
っ
て
、
有
機
稲
作
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
味
噌
醤
油
づ
く
り
、
マ
イ
オ

イ
ル
、
マ
イ
ビ
ー
ル
運
動
な
ど
の
手
作
り
自

給
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
T
P
P
に
対
峙
す

る
自
給
農
業
圏
の
建
設
で
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス inaba

inasaku.or.tv

33時間、全圃場が水没してしまった
O氏農場のイネ

会費24000円で参加し40㎏の有
機米が配布される有機稲作チャレ
ンジプロジェクトのイネ

越水した姿川

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
理
事

N
P
O
法
人
民
間
稲
作
研
究
所　

稲
葉
光
國

台
風
18
号
に
よ
る
水
田
被
害
の
報
告
と

お
見
舞
い
へ
の
お
礼
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。

入会申込方法
●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員はウェブサイトからオンラインでの入会も
可能です。http://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォーム」に記
入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、ペイパルを使ってオ
ンラインで決済することも可能です（クレジットカードも使用できます）。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から） ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員

総会での議決権が
あります

総会での議決権が
ありません

一　般 1口 5,000円 1口 2,000円

団　体 1口 10,000円 1口 10,000円

特　別 50,000円 以上 30,000円 以上

企　業 − 1口 100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
救
え
！
沖
縄
・

泡
瀬
干
潟
〜
辺
野
古
埋
立
て
の
一
方
で
進

行
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
自
然
破
壊
〜
」
日

時
：
11
月
29
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
16
時

30
分　

場
所
：
中
央
区
立
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
研
修
室
（
東
京
都
中
央
区
京
橋
3

−

1

−

1
東
京
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
6
F
、

銀
座
線
京
橋
駅
3
番
出
口
直
結
）　
主
催
：

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
、
日
本
自
然
保
護
協
会
、

泡
瀬
干
潟
を
守
る
連
絡
会　

内
容
：
辺
野

古
問
題
の
陰
に
隠
れ
た
泡
瀬
干
潟
埋
め
立

て
の
今
を
見
つ
め
、
干
潟
保
全
の
た
め
の

課
題
を
考
え
ま
す
。
I
U
C
N
日
本
委
員

会
会
長
の
吉
田
正
人
さ
ん
な
ど
が
講
演
し

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
：
電
話
03
・
3

 
5
 5 

3
・
4
1
0
3
（
日
本
自
然
保
護
協
会
自

然
保
護
室
・
萩
原
、
安
部
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
温
暖
化
時
代
の
治
水

政
策
〜
国
と
地
方
の
取
り
組
み
か
ら
」
日

時
：
12
月
6
日
（
日
）
13
時
30
分　

場
所
：

明
治
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト
2
F（
東

京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
2
丁
目
）
主

催
：
温
暖
化
時
代
の
治
水
政
策
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
実
行
委
員
会　

内
容
：
嘉
田
由
紀
子
・

前
滋
賀
県
知
事
と
国
交
省
を
基
調
講
演
に

招
き
、
限
り
あ
る
資
源
・
財
政
・
人
材
で

温
暖
化
時
代
の
治
水
を
ど
う
進
め
る
の
か
、

国
と
地
方
が
向
か
い
始
め
た
政
策
を
広
く

共
有
し
ま
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
あ
り
。
参
加
申
し
込
み
：
E
メ
ー
ル 

m
asaom

orijun
gm

ail.com

（
明
治
大

学
・
大
森
正
之
）

●
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
5　

日
時
：

12
月
10
日
（
木
）〜
12
日
（
土
）
10
時
〜

18
時
（
12
日
は
17
時
ま
で
）　

場
所
：
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
・
東
ホ
ー
ル
（
東
京
都

江
東
区
）　

主
催
：
産
業
環
境
管
理
協
会
、

他　

内
容
：
環
境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む

企
業
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
見
本
市
。
環

境
N
G
O
の
展
示
も
あ
り
。
ラ
ム
ネ
ッ
ト

J
も
「
生
物
多
様
性
ナ
レ
ッ
ジ
ス
ク
エ

ア
」
に
出
展
し
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：

http://eco-pro.com
/2015/

●
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
開
門
調
査
か
ら

見
え
る
有
明
海
の
未
来
」
日
時
：
12
月
12

日
（
土
）
13
時
30
分
〜
17
時
00
分　

場

所
：
佐
賀
市
民
会
館
大
会
議
室
（
佐
賀
駅

バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
佐
嘉
神
社
前
バ
ス
停

下
車
）　

主
催
：
諫
早
湾
開
門
研
究
者
会

議
、
有
明
海
漁
民
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

内
容
：
諫
早
湾
干
拓
と
有
明
海
異
変
の
因

果
関
係
に
つ
い
て
、
最
新
の
研
究
成
果
を

報
告
し
ま
す
。
諫
早
湾
開
門
調
査
の
必
要

性
と
可
能
性
を
探
り
、
有
明
海
再
生
へ
の

道
筋
を
考
え
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
：
電
話

03
・
3
9
8
6
・
6
4
9
0
（
有
明
海
漁

民
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
八
ッ
場
ダ
ム
最
高
裁
決
定
抗
議
集
会

「
ダ
ム
依
存
か
ら
真
の
河
川
行
政
へ
の
転

換
を
求
め
て
」
日
時
：
12
月
13
日
（
日
）

13
時
20
分
〜
16
時
30
分　

場
所
：
全
水
道

会
館
4
階
大
会
議
室
（
東
京
都
文
京
区
、

J
R
水
道
橋
駅
東
口
3
分
）　

主
催
：
八

ッ
場
ダ
ム
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
市
民
連
絡

会
、
他　

内
容
：
最
高
裁
が
6
都
県
か
ら

の
八
ッ
場
ダ
ム
住
民
訴
訟
上
告
を
全
て
棄

却
し
た
こ
と
へ
の
抗
議
集
会
。
宮
本
博
司

さ
ん
の
講
演
や
、
嶋
津
暉
之
さ
ん
の
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。

参
加
費
：
5
0
0
円　

問
い
合
わ
せ
：
電
話

0
4
2
・
3
4
1
・
7
5
2
4（
八
ッ
場
ダ

ム
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
東
京
の
会
・
深
澤
）

●
水
か
ら
出
た
魚
た
ち　

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
や

ト
ビ
ハ
ゼ
に
つ
い
て
、
そ
の
生
態
か
ら
漁

業
・
料
理
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

解
説
し
た
本
。
著
者
の
田
北
さ
ん
は
こ
の

原
稿
を
遺
し
て
、
昨
年
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
学
者
と
し
て
早
く
か
ら
諫
早

湾
干
拓
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
方
で
す
。

●
時
を
刻
む
湖　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

の
三
方
五
湖
の
一
つ
、
水
月
湖
の
湖
底
の

地
層
に
刻
ま
れ
た
「
年
縞
」
が
、
過
去
5

万
年
の
時
間
を
計
る
た
め
の
標
準
時
計
と

し
て
世
界
か
ら
認
め
ら
れ
る
ま
で
の
物
語
。

ラムネットJが主催している田んぼの生物多様性向上10年プロジェ
クト（田んぼ10年プロジェクト）の地域交流会を、下記の2カ所で
開催します。詳細が決まり次第ホームページでご案内します。

●田んぼ10年プロジェクト地域交流会・琵琶湖
日程：2016年1月23日（土）　場所：京都市教育文化センター
内容：須原魚のゆりかご水田の取り組み、他

●田んぼ10年プロジェクト地域交流会 in 豊後大野市
日程：2016年2月27日（土）
場所：�豊後大野市・エイトピアおおの（豊後大野市総合文化センター）
内容：地域からの活動報告、他

田んぼ10年プロジェクト地域交流会のご案内

田北徹・石松惇共著
海游舎刊　1800円（税別）

中川毅著　岩波書店刊
1200円（税別）

本

の

紹

介


